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2 月 27 日、マレーシア中央銀行バンク・ネガラ(BNM)は 2008 年第 4 四半期の経済成長率（GDP）を前年同期比

でプラス 0.1％と発表した。2001 年第 4 四半期以来 7 年ぶりとなる低水準にまで落ち込んだ｡世界的な不況の影

響を受け、製造業が 26 四半期ぶりにマイナス成長に転じたことが響いて、第 3 四半期のプラス 4.7％から急減速

した。通年でもプラス 4.6％に留まり、前年のプラス 6.3％から減速した。 

 

【産業別 GDP 成長率】 

産  業 内     容 

農業 パームオイルの生産が前年同期比プラス 3.9％上昇した。一方、ゴムの生産は 27.4％落

ち込んだことから、農業全体では前年同期比でプラス 0.5％の伸びとなった。 

通年ではパームオイルの生産が二桁（12.2％）の高い伸びであったことから、3.8％のプラ

ス成長と比較的堅調に推移した。 

鉱業・採石業 原油、天然ガス、コンデンセートの生産は前年同期比 6.1％、5.5％、3.4％それぞれ低下

したことから、鉱業全体では前年同期比でマイナス 5.7％となった。 

通年ではマイナス 0.8％となり、前年のプラス 3.3％からマイナス成長に転じた。 

製造業 外需不振でエレクトロニクス部門(E&E)は前年同期比マイナス 18.8％となったほか、建設

業不振で非金属鉱物・金属・金属製品部門が 12.9％マイナスとなり、石油・化学・ゴム・プ

ラスチック製品部門も 6.2％減少したことから、製造業全体では前年同期比でマイナス

8.8％となり、過去 26 四半期連続のプラス成長からマイナスに転落した。 

通年ではプラス 1.3％にとどまり、前年のプラス 3.1％と比べると伸び悩んだ。 

建設業 土木部門が 3.5％減少したことから、前年同期比で 1.6％のマイナス成長に転じた。 

通年では 2.1％のプラス成長となったが、前年のプラス 4.6％からは鈍化した。 

サービス業 通信部門は 6.3％、卸売・小売部門は 5.9％、金融・保険部門は 3.5％、運輸・倉庫部門

は 1.0％とプラス成長だったもののそれぞれ前期に比べて減速したことから、サービス業

全体ではプラス 5.6％へと低下した。 

通年では前年の 9.7％には及ばなかったものの、7.3％と堅調な伸び率を示した。 

 

【産業別実質 GDP 成長率の推移（四半期ベース、前年同期比）】        （単位：％） 

2005 年 2006 年 2007 年 2007 年 2008 年 2008 年 年 度 

業 種 通年 通年 通年 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 通年 

全産業 5.3* 5.8* 6.3 7.3 7.4 6.7 4.7 0.1 4.6 

農業  2.6 5.4* 2.2 4.7 6.3 6.0 3.0 0.5 3.8 

鉱業・採石業 -0.4* -2.7* 3.3 3.5 3.7 -0.5 -0.3 -5.7 -0.8 

製造業 5.2* 7.1 3.1 5.6 7.0 5.6 1.8 -8.8 1.3 

建設業 -1.5* -0.5 4.6 4.7 5.3 3.9 1.2 -1.6 2.1 

ｻｰﾋﾞｽ業 7.2* 7.3* 9.7 9.3 8.5 8.2 7.1 5.6 7.3 
*前回発表の値を今回発表時にて修正 

 

以上 


